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要旨 

 本研究は，広島大学東広島キャンパス近隣に住む地域住民の一部が中心となって子供達のためのフィ

ールド教育を目的として企画した「ふれあいカントリーファーム」の設立過程を調査したものである．

本研究では，「ふれあいカントリーファーム」の地域における位置づけや存在意義，課題などを考察す

ることを目的とした．調査はファームのスタッフや地域住民に対するインタビューを中心とし，その解

析には M-GTA を用いた．研究の結果，一部のスタッフの間にはファーム設立に対する意識の相違が認

められた．また，スタッフ以外の地域住民のファームに対する意識は概ね否定的で，ファームにおける

動物管理に対する不安や，活動に際しての衛生面に対する不安，活動の安全面を疑問視する声などが挙

がった．本ファームを地域の教育拠点の一つとして位置づけるには，地域住民に対する丁寧な説明が必

要であることが示唆された． 

 

キーワード：子供を対象としたフィールド教育，教育農場，地域貢献 
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Abstract 

  This study investigated the process of the foundation of “the Country Farm,” a educational facility that is 

focused on children’s agricultural field education at a local community. The study discussed not only the 

significance of the farm for local residents but also problems at issue for the foundation of the farm. We 

interviewed the farm’s employees and locals about “the Country Farm” and analyzed the data with M-GTA. The 

results showed that employees’ perception of the farm varied. On one hand, the local residents’ perception of the 

farm was mostly negative, especially on points such as the management of animals raised at the farm, sanitation 

related to keeping the animals, and children’s safety during educational activities. These results suggest that the 

farm should actively keep local residents informed so as to become a local center for the field education of 

children.  

 

Key words: children’s field education, educational farm, local contribution 

 

緒言 

 近年わが国では子供のコミュニケーション能

力や道徳観の低下が危惧されている．平成 8 年の

文部省中央教育審議会では，子供間で人間関係を

作る力が弱まりつつあることを指摘している（文

部省中央教育審議会，1996）．また平成 15 年に厚

生労働省が発表した児童環境調査によると，異年

齢間のコミュニケーションの機会や子供の道徳

観の低下が顕著になっていることが報告されて

いる（厚生労働省雇用均等・児童家庭局，2003）．

さらに平成 22 年の中央教育審議会キャリア教

育・職業教育特別部会において，子供や若者のコ

ミュニケーション能力と対人関係能力の低下な

どが指摘され，幼少期における様々な体験の機会

の減少や異年齢者との交流の機会が乏しくなっ

たことがその背景にあることを報告している（文

部科学省中央教育審議会，2011）．そこで文部科

学省は平成 22 年に従来の学習指導要領を改訂し

て，他人と協調して他人を思いやる心，すなわち

子供たちの「生きる力」を育むことを教育の理念

とした新学習指導要領を制定し（文部科学省初等

中等教育局教育課程課，2017），子供の「生きる

力」を育むことを目的とした青少年団体や NPO

等民間団体の活動の振興を行っている（文部科学

省生涯学習政策局青少年教育課，2017）．さらに

近年海外では，子供たちの心の成長を育むことを 

目的とした「動物介在教育」が注目されている

（IAHAIO リオ宣言；公益社団法人 日本動物病院

協会，2013）．「動物介在教育」は「生き物とのふ

れあいを介して命の重みや他者への思いやり，自

然環境に対する興味を育むこと」を目指しており，

新学習指導要領の目標である「子供たちのコミュ

ニケーション能力や道徳観の向上」とも共通して

いる．しかし，現在の教育現場における教員の多

忙さを鑑みると，従来の教育カリキュラムに新た

な動物を介在した取り組みを導入することは大

きな負担となりうる．一方，家庭で犬や猫などの

ペット飼育も子供の情操教育に結びついている

と考えられているが，わが国では平均的な居住形

態が集合住宅に偏っているので，ペットの飼育率

は 34.3％にとどまり，米国の 63.02 0 1 3>'>,
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ファームで栽培されている野菜，果実，薬草の種

類を表 1 に示した．ファームは常時開園し，普段

から子どもたちが自由に行き来できる状態にす

る計画である．本ファームは子供を持つ家庭が多

い地区に位置し，近隣に保育所や小学校が点在し

ている． 

 

2）調査方法 

 継続的に活動していたファームスタッフ 9 名及

びファーム周辺に住む地域住民，東広島市 H 小学

校の校長，東広島市 H 保育所の施設長に対して半

構造化面接法によるインタビューを実施した．面

接の当初には対象者に研究内容を説明し，対象者

から同意を得たうえで，研究者と対象者が 1 対 1

でインタビューを行う形式を取った．スタッフに

対しては「基本情報（年齢・経歴など）」「スタッ

フになった理由」「ファームにおいてしたいこと」

「ファームの課題」を，地域住民や H 小学校の校

長，H 保育所の施設長に対しては「ファームに望

むこと」「ファームとの交流の意思」「ファームに

対して懸念に思うことの有無」等とした．インタ

ビュー時間は一人 15 分～30 分程度とした．会話

内容は対象者の許可を得て IC レコーダーに録音

し，対話全てについて逐語録を作成した．インタ

ビュー結果の分析方法には修正版グラウンデッ

ド・セオリー法（M-GTA）を用いた（木下，2003；

木下，2007）．分析手順は，まずインタビュー・

データから概念を生成し，複数の概念間の関係を

解釈的にまとめ，最終的に結果図として提示した．

本研究が明らかにしたかったことは「地域に根差

したファームの設立プロセスと問題点の考察」で

あったので，これを分析テーマとして設定した．

インタビューの逐語録から分析テーマに関連し

ていると思われる箇所に着目し，その部分を具体 

例とし，他の類似具体例をも説明できると考えら

れる説明概念を作成した．概念を生成する際に，

分析ワークシートを作成し，概念名，定義，最初

の具体例などを記入した．分析を進める中で，新

たな概念が生成されるので，分析ワークシートは

個々の概念ごとに作成した．同時に並行して，他

の具体例を逐語録から検索し，ワークシートの具

体例欄に追加記入した．なお，解釈が恣意的に偏

る危険性を防ぐために，分析ワークシートに理論

的メモ欄を設け，出来る限り自分の分析や解釈と

は反対の対極例を考え，そのような概念が本当に

生成されるのかについて比較の観点から確認作

業を行った．また，解釈時のアイデアや疑問点な

どについても理論的メモ欄に追加記入した．次に，

生成した概念と他の概念との関係を個々の概念

ごとに検討した．さらに，複数の概念から成るカ

テゴリーを生成し，カテゴリー相互の関係から分

析結果をまとめ，その概要をストーリーラインと

して簡潔に文章化し，最終的に結果図を作成した． 

 また，インタビューとは別にファームスタッフ

が地域の回覧システムを活用して，H 町 H 地区の

住民にファームに対する意見や要望を集めるた

めの調査を行った．ファームの運営目的や活動予

定を記載した文書に，各個人が意見や要望を自由

に書くことのできる空欄を設け，地域の住民に回

覧した．本研究では，この調査結果についてもイ

ンタビューの逐語録と共に M-GTA による分析を

用いた． 

 さらに，ファーム設立の活動に実際に参加する

ことで，I 氏をはじめとするスタッフの参与観察

を補足的に行った． 

 

結果 

 半構造化面接法によるインタビューの結果，フ

ァームは「地域住民に対するアカウンタビリティ

ー意識の不足」「借地権に関する法的知識の不足」

「運営資金の具体的調達方法の欠如」「リーダー

シップの欠如」「スタッフの飼育動物に関する知

識不足」の 5 つの問題に直面していることが明ら

かとなった．また，地域住民からは「動物の飼育

管理についての不安」や「計画実現性への心配」

というマイナスの評価を受けていたが，一方で周

辺の教育機関からは「教育施設としての利用可能

性」というプラスの評価を受けていた．ただし，
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率の悪さ」という結果に表れていた． 

 地域住民と周辺の教育機関からは，ファームに

おける「動物の管理についての不安」と「計画実

現性への懸念」が主な評価であった．動物の管理

については，主に動物の臭いや糞尿などの汚水に

ついての対処をどのように解決するのかについ

ての不安であった．また，地域住民はファームの

設立が本当に実現できるのかを不安視している

ことが明らかとなり，計画の立案と計画実施の間

には大きな差があることが明らかとなった．活動

計画や活動内容には共感するものの実際にファ

ームを設立する時には多くの問題にぶつかり，頓

挫するのではないかと危惧していた．一方でファ

ームは，「教育施設としての利用可能性」がある

のではないかという【教育機関からの評価】も受

けている．具体的には子供が自然に興味を持つき

っかけの場としての肯定的な期待である．子供自

身が自然に対して興味を持ち自ら進んで観察す

ることができる場所であれば良いというプラス

の評価を受けている． 

 最後に，ファームに対する地域住民と教育機関

の【共通の評価】として，「衛生面や安全面に対

する疑問」というマイナス評価の一方で，「親子

レクリエーションへの期待」をしているというプ

ラス評価があることが認められた．しかし，まず

はファームを完成させることが先決であり，ファ

ームの利用については時間をかけて考えるとい

う，「利用について慎重な判断」をするスタッフ

も多いことが判明した． 

 

考察 

 近年，日本全国で子どもに関わる地域活動が推

進され，文部科学省でも平成 19 年度より「放課

後子どもプラン」などの事業を全国規模で実施す

ることで，地域の教育力の強化を目指すようにな

った（文部科学省・厚生労働省 放課後子ども総

合プラン連携推進室，2014）．これまでも幼少期

に行われる自然体験活動の効果や影響を研究し

たものは多いが（山本ら，2005；西村ら，2005），

自然体験を提供する場所の設立に関する研究は

見られなかった．本研究では，地域活動団体であ

る「ふれあいカントリーファーム」の設立過程に

ついて，経時的な参与観察を試みることで，得ら

れたデータやインタビューから生成されたデー

タを組み合わせて多様な角度から分析した．この

分析によって，「どのように人を集めることで組

織が作られるのか」「設立の際にはどのような問

題が起こる可能性があるのか」「地域住民や周辺

の教育機関からどのような評価を受けることが

考えられるのか」等を提示することが出来た． 

 一方で，「ふれあいカントリーファーム」が，

設立に関して 5 つの問題（「地域住民に対するア

カウンタビリティー意識の不足」「借地権に関す

る法的知識の不足」「運営資金の具体的調達方法

の欠如」「リーダーシップの欠如」「スタッフの飼

育動物に関する知識不足」）を抱えていることも

明らかとなった．発起人の I 氏が構想する，地域

に根差したファームの設立を目指すためには「地

域住民への丁寧な説明をすることに対する意識

の不足」が一番の問題であり，地域住民が危惧し

ている内容に対して明確な説明をすることが必

要である．また，ファームの土地の一部について

の借地権については，農業委員会や市役所と密に

連絡を取り合い，法的知識に詳しい地域住民の協

力を得るなどして認可を受けることが必要であ

ることが示唆された．さらに，継続的な運営のた

めには，その資金調達の方法が最も重要である．

具体的には，地域住民やスタッフから年会費を徴

収する方法が考えられるが，まずはファームが実

施する行事やイベントにどのような設備と費用

が掛かるかの試算をして，地域住民やスタッフへ

の丁寧な説明が必要となる．ファーム内のリーダ

ーシップの欠如という問題については，短期間に

解決できるものではないが，解決策の一つとして，

発起人とスタッフが数人で協力しながらリーダ

ーシップを補う方法が考えられる．その際に，ス

タッフの役割分担を明確にすることも必要であ

る． 
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 以上の研究成果は，本ファームの設立に関する

問題を浮き彫りにしたが，この結果は，他の地域

で同様の活動を考えている団体に対しても，組織

の運営を考える上で，実践的な示唆を与えること

につながるものと思われる． 
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